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特集：夜間・休日急病センター、休日当番医療機関を利用しましょう！
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救
急
医
療
機
関
を
適
切
に
利
用
す
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と
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大
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で
す
が
、
急
な
病
気
や
け
が
に
見
舞
わ
れ
な
い
た
め
に

普
段
か
ら
次
の
点
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
応
急
手
当
の
方
法
な
ど
を
身
に
つ
け
、
急
病
の
と
き
も
あ

わ
て
ず
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。
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　かかりつけ医は、患者さんの病歴や家族歴、服用している薬などを把握しており、すぐに診察・処方をしま
す。また、夜間に症状が急変した場合には、どのような対処方法があるのかを説明しています。
　特に小さな子どもを持つ親に心がけてほしいことが２つあります。１つ目は予防接種を受けさせることです。
子どもが熱を出すと、髄膜炎（ずいまくえん）などの重い病気にかかる心配をされますが、これは予防接種で
防げる病気です。定期接種はもちろん、任意接種でも効果が高いものはきちんと行うべきです。
　２つ目は規則正しい生活をさせることです。生活が乱れがちになると、自律神経にも影響が出てきますの
で、早寝・早起き・朝ごはんの習慣を身につけさせましょう。

普段心がけること

　救急医療機関は夜間・休日の急病な
方を対象としています。日中から症
状のある方や家庭の応急手当で様子

を見られるような
軽症の方は、検査
や診療体制が整っ
ている通常の診療
時間内に受診しま
しょう。

　かかりつけ医とは、日ごろから健康
相談をしたり、病気になったときに初
期の医療を行う診療所や医院の医師
のことです。かかりつけ医を持つこ
とにより、適切な健康管理ができ、急
な事態が発生した場合でも、安心して
指示をもらうことができます。また、
必要に応じてほかの専門医や病院を
紹介してもらうこともできます。

　病気は急に発症するのではなく、多
くは期間を経て発症します。健康診
断により未然に防いだり、早期発見・

治療に心がけましょ
う。また、流行が心
配される感染症の予
防接種を受け、あら
かじめ病気に備えま
しょう。

　突然のけがや病気に見舞われたと
きは、早急に適切な処置を行わなけれ
ばなりません。正しい
応急手当の方法を学び、
まず自宅で応急処置を
し、症状の程度を見て
救急医療機関を受診し
ましょう。

　夜間に子どもが発熱などの急な症状を起こしたり、けがをしたときに、看護師（よ
り専門的な知識を要する相談には小児科医）が電話相談に応じて対処方法をアドバ
イスします。

■電話番号　�０１１‐２３２‐１５９９　　

短縮ダイヤル ＃８０００（プッシュ回線の固定電話から）
■受付時間　月～金曜日　１９時～２３時　※祝日・年末年始を除く　
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藤咲　淳　先生
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平
成　

年
度
の
時
間
外
・
救
急
外
来
患

１９

者
数
は
約
３
万
４
千
人
で
、
そ
の
内
訳

は
市
立
病
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で
約
１
万
４
千
人
、
王
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総
合
病
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で
約
１
万
人
、
夜
間
・
休
日
急

病
セ
ン
タ
ー
で
約
１
万
人
と
な
っ
て
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ま
す
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の
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ラ
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お
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来
の
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で
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の
の
、

２
次
救
急
医
療
機
関
で
あ
る
市
立
病
院
、

王
子
総
合
病
院
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
最
近
は
、
市
立
病
院
の
患
者

数
が
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
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に
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け
ら
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こ
の
よ
う
な
状
態
に
よ
り
、
重
症
の

患
者
の
処
置
が
遅
れ
た
り
、
診
療
を
担

当
す
る
医
師
の
負
担
が
重
く
な
る
な
ど

の
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

医
師
が
救
急
医
療
機
関
か
ら

離
れ
、
医
師
不
足
を
引
き

起
こ
す
問
題
も
心
配

さ
れ
ま
す
。

　
「
私
一
人
だ
け
夜
間
や
休
日
に
２
次
救

急
医
療
機
関
に
行
っ
て
も
影
響
な
い
」
と

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
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し
か
し
、
み

ん
な
が
こ
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よ
う
に
思
い
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軽
度
の
患

者
が
２
次
救
急
医
療
機
関
に
か
か
っ
た

と
す
る
と
、
救
急
医
療
体
制
が
成
り
立

た
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
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安
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療
を
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け
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と
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よ
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に
す
る
た
め
に
は
、
各
医
療
機

関
の
役
割
を
正
し
く
理
解
し
、
そ
の
状

況
に
応
じ
た
受
診
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

夜
間
・
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
や
休
日
当

番
医
療
機
関
を
活
用
し
、
市
民
全
体
で

協
力
し
合
い
、
急
な
病
気
や
け
が
に

な
っ
て
も
安
心
で
き
る
苫
小
牧
の
救
急

医
療
に
し
ま
し
ょ
う
。

　時間外・救急外来患者数は年々増えており、特に市立
病院の患者数が増えています。救急の患者さんが非常
に多いので、市立病院では当直医のほかに小児科の当
番医を加えた体制で、成人と小児の救急患者に対応し
ています。　今、救急医療で一番問題となっている点は、
１次軽症患者と２次重症患者が混在していて、１次救急
の対応が原因で医師の疲弊が進み、多くの医師が病院
勤務をやめてしまうということです。しかし、救急医
療を支えていく上で一番大事な点は、医師数をしっか
り確保し、医療体制を充実させることです。
　皆さんは、自分の病状は１次救急対応なのか２次救
急対応なのかを判断することは難しいと思います。ま
ずは１次救急医療機関で診てもらい、必要に応じて２
次救急医療機関を受診してください。

時間外・救急外来患者数の推移
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市立病院

夜間・休日急病センター

王子総合病院
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9,000
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13,000

15,000


